
【目標３】地域農業を担う農業経営者の育成支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項目 事項 取　組 現状及び課題
令和５年度
目標

具体的な計画 令和５年度実績 評価 次年度の課題

　農業生産性の向上や
効率化に繋がる先進的
な技術・知識を習得す
るための研修を農業総
合試験場等との連携に
より実施します。
（担い手研修科）

　農業総合試験場が開発した
最新技術や各地で行われてい
る先進的な取組事例等を、県
内農業者に的確に伝えるた
め、農業改良普及課や生産者
団体と連携して、今後も年間
10回の生産高度化研修を維持
していく必要がある。

・農業者生
涯教育研修
（生産高度
化研修）の
開催
５部門で計
10講座／年

・農業改良普及課や農業総合試験場との連携強
化により、現場の要望や先進的な試験研究成果
等を的確に反映させる。
・農業者団体等と連携して参加者の募集や研修
の運営を図る。

・２月末までに、5部門で計10講座開催した
（作物(7/4､8/3)、野菜(6/23､2/13)、花き
(8/21､12/7)、果樹(9/25,10/2)、畜産(9/8､
10/20)）。
・全10講座の出席者数は805名で、定員890
名に対して90.4％の達成率。
・関係機関及び団体との連携により、概ね
適切に実施できた。
・次年度計画について、５部門10講座作成
できる見込み。

Ａ

・今年度同様、研修の
実施

　農業者のニーズに対
応した免許・資格取得
に関する研修の充実を
図ります。
（担い手研修科）

　トラクター作業研修は申込
者が多く、現在の11月以外に
も3月頃の要望があることが
わかった。
　大特免許研修はコース変更
により周回時間が延び効率が
低下した

・トラク
ター作業研
修を年2回実
施する。

・トラクター作業研修を2回に増やし、希望の多
い時期に合わせて開催する。
・効率よく乗車できるよう大特免許研修研修の
人数等を検討する。

・「トラクター作業研修」について、2回実
施する計画ができた。
・第1回(11/27･28)の受講申込を受け付けた
ところ、定員8名に対して26名の申し込みが
あった。
・第2回(3/4･5)は、11/1から受付を開始
し、24名の申し込みがあった。
・次年度計画として、大特免許研修は今年
度同様、作業研修は１回当たりの定員を８
名から増やし12名とした。

Ａ

・アンケート等による
ニーズの把握と対応

　農業経営の発展段階
に応じた効果的な研修
内容の企画立案や研修
教材の開発を推進しま
す。
（就農企画科）

　就農直前から就農５年後程
度の経験の少ない農業者に向
けた研修への要望が多く普及
課等でも活用できる研修教材
が求められている。

・教材案の
作成

・提供できる研修内容の検討
・研修内容に関する要望把握

・新規就農者向けの教材として利用可能な
動画教材を検討した結果、農業経営課が所
有する女性農業者支援研修を収録した２本
の動画を選定した。
・この動画をＪＡ愛知中央会から使用を希
望するＪＡへ配信することが決まった。
・ＪＡ愛知中央会と新規就農者向けの研修
等で利用できる動画教材の今後の拡充へ向
けて意見交換した。

Ａ

・新たな教材案の提案

2 「あいち
農業経営
塾」（旧：

「愛知農業
次世代リー
ダー塾」）

の充実・強
化

　経営発展期に必要な
農業経営力の向上に繋
がるための体系的なカ
リキュラムとして講義
内容の充実を図りま
す。
（就農企画科）

　農業経営力向上の研修とし
て開設から５年が経過してお
り受講者から高評価を受けて
いるが、令和４年度の受講者
数は13人で定員を下回ってい
る。

・受講者数
20人／年
・経営計画
作成率100％

・研修内容充実のため、Ｒ４年度の研修の反省
点を踏まえて委託事業者と打ち合わせ、内容を
決定。
・チラシやHPにより研修の周知をはかるととも
に普及課に対する受講者募集の協力依頼。

・農総試戦略統括室担当者や委託業者と協
議しながら講義内容を決定した。
・農業改良普及課長会議と普及課２ヶ所を
訪れ受講生募集を働きかけた。また、昨年
度までに研修を受講したOBへ受講者の紹介
を働きかけた。
・受講者21名で開講したが２名が退講し、
２月14日に19名が修了した。

Ｂ

・農業改良普及課およ
び過去の受講者に受講
生募集を働きかける。

　研修成果を確認する
ため、研修修了生の状
況調査を実施します。
（就農企画科）

　過去の修了者に対し経営状
況調査を実施しており、平成
30、31年度の修了者は8割以
上で経営改善目標を達成。令
和2年度以降は5年目まで調査
する。

・経営計画
進捗状況の
把握

・Ｈ31年度修了者(3年目）は4月に、R2、R4年度
修了者は2月にアンケート等により経営状況調査
を実施。
・計画どおりに進捗していない修了者に対して
はあいち経営相談所の活用へ誘導。

・H31年度修了者８名に対し経営計画の進捗
についてアンケートを実施したところ、８
名全員に経営能力の向上が認められた。
・２月28日に開催した修了生交流会でアン
ケートを実施し、問題の生じている修了生
に「あいち農業経営相談所」を紹介した。

Ａ

・修了生交流会の開催
・アンケートの実施と
「あいち農業経営相談
所」への誘導
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